






昨年（2008 年） 8 月下旬、筆者ら（藤田、宮
沢哲男、安仁屋政武、 l挽敏、高木秀和）は科学






































今日の省面積は 72 万km2 で、ほほ日本の面積の

















































よる 1907 年から 43 期生による 1943 年まで、 20











「大旅行J は毎年、 10 ～ 20 班が書院生の自由
な意志で組織され、柔道部など体力のあるグルー
プは健脚のより奥地をめざしたりした。各班は 2
名から 5 ～ 6 名単位が多く、 5 月出発の 8 月末か
ら 9 月に帰校する徒歩中心の 3 ～ 4 カ月の旅行期







タをベースに『支那省別全誌、全 18 巻J (2）や『新
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ている。上海出発は 6 月 26 日とやや遅いが、青










口へ出ている。大同訪問は 11 月 6 日、折しも吹





上海着は 11 月 24 日、出発から 152 日目の文字通



















蘭州からは 400 華里の距離をすすみ、西寧に 9
月 14 日到着。ここで甘粛鎮守使兼蒙蕃宣慰使の
馬駿将軍を訪ねている。馬駿将軍は甘粛の回教徒



















































































































気に直進し、 9 月 20 日に青海湖畔にたどりつい
ている。そして再び往路を戻り、丹喝爾を過ぎ札
麻隆で渓谷から抜け出したあと東南方へ道なき道





西寧に戻っているo 9 月 23 日のことである。そ













一行は 9 月 16 日に西寧に到着。すでに連山に
は雪がみられ、晩秋の寒風が吹く季節になってい
た。当時、西寧の城壁はきわめて大きかったこと、






























































































〔写真 2 〕今日の日月峠の山系（2008 年 8 月撮影）
る o 東方はこれまでの渓谷、西方は高原で草原地































〔写真 3 〕今日の日月峠を越えた大草原（2008 年 8 月撮影）
それでも当時、一行はそんな草原での 5 ～





















































































































に胸を躍らして歌った (JS)j （写真 6 ）。

























































































3 問幅で 1 間半くらいの黒い天幕が住居となって
いるo 彼らは家畜とともに移動するのであり、春
350 




















































































〔写真 9 〕今日の西寧市街地（2008 年 8 月揖影）
を支配する省都に集中したことを示している。






















540 万人の省人口のうち 54% (2004 年）を占め、
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